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オンラインシラバスとその入力方法オンラインシラバスとその入力方法オンラインシラバスとその入力方法オンラインシラバスとその入力方法 

学術情報処理センター  岩永光子、只木進一 

1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

学術情報処理センターと附属
図書館の共同プロジェクトであ
る「とんぼの眼」(佐賀大学電子
図書館)は、学内の様々な学術情

報の収集と提供を目的としています。その一環と
して、2001 年度よりオンラインシラバスの運用
を始めています[1]。 

オンラインシラバスでは、佐賀大学で開講され
る講義の情報がインターネットの Web ページと
して提供されます。その情報は学生が講義を選択
する際の有効な手がかりになるだけでなく、「授
業計画」や「参考図書」の内容は、学習する期間
を通して学生の学習支援に役立ちます。また、学
外への公開は入学希望者や高校の進学指導のた
めのガイドとして有益であり、ほかにも佐賀大学
が提示する教育環境や知的資源の情報公開は多
様な価値を内包しています。本稿では、その入力
方法について概説します。 

 

 
図図図図    1111：とんぼの眼トップページ：とんぼの眼トップページ：とんぼの眼トップページ：とんぼの眼トップページ    

2. 入力環境入力環境入力環境入力環境 

講義担当の教員は各研究室を含む学内のパー
ソナルコンピュータからオンラインシラバスの 

 

入力ができます。学外からはできませんのでご注
意ください。 

学外非常勤講師については、Excel などを利用
して定型化した文書をメールなどで回収し、管理
用端末から入力します。各教務係にご相談くださ
い。 

表表表表    1111：：：：WebWebWebWebブラウザへの対応状況ブラウザへの対応状況ブラウザへの対応状況ブラウザへの対応状況    

ブラウザの動作確認 

・Netscape Navigator 

バージョン 動作 備   考 

4.0 ○ MacOSの場合, 2000年に対応
していない場合があります 

4.7 ○  

6.0 ○  

・Internet Explorer 

バージョン 動作 備   考 

3.* × 

4.0 × 

ログイン後「ファイルがな
い」とメッセージが出ます 

5.0 ○ MacOS の場合,文字化けしま
す 

 

ブラウザの基本設定 

・Javaを有効にしてください 

・JavaScript を有効にしてください 

・cookie を有効にしてください 

（off の場合、通信エラーの原因になります） 

オンラインシラバスの入力は Web ブラウザか
ら行えます。バージョンや稼動している OS、各
種設定によって動作が若干異なります(表 1)。 
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3. 入力入力入力入力画面の選択画面の選択画面の選択画面の選択 

 

図図図図    2222：入力画面：入力画面：入力画面：入力画面    

オンラインシラバスの入力画面を図 2 に示し
ます[2]。入力は、既に科目が存在している場合の
入力画面([SSL 対応入力画面]、[入力画面])と新
たに科目を生成する場合([シラバス仮登録画面]
と[SSL 対応シラバス仮登録画面])に分かれてい
ます。 

[SSL 対応入力画面] は暗号化通信を経由した
入力方法で、ユーザ名やパスワードなどが盗まれ
る心配がありません。こちらからの入力を強く推こちらからの入力を強く推こちらからの入力を強く推こちらからの入力を強く推
奨します。奨します。奨します。奨します。 

ただしその都度 SSLの警告ダイアログがでま
す。これは［セキュリティ証明書の登録］を行う
事で解消されます。ウェブメーラーのページ
（http://webmailer.cc.saga-u.ac.jp）に紹介され
ていますので、参考にしてください。 

[SSL 対応入力画面]及び[入力画面]をクリック
するとユーザ認証画面が開きます。 

2002 年度から新たな科目を担当する場合は、
[シラバス仮登録画面]と[SSL 対応シラバス仮登
録画面]から入力してください。ここでは、講義
担当教員が担当科目を新規に作成したり、科目を
削除するときに利用できます。2001年度から継
続して科目を担当する教員は[SSL 対応入力画面]
と[入力画面]を使って入力を行ってください。 

4. ユーザ認証画面ユーザ認証画面ユーザ認証画面ユーザ認証画面 

 

図図図図    3333：ユーザ認証画面：ユーザ認証画面：ユーザ認証画面：ユーザ認証画面    

「利用者名」には学術情報処理センターで取得
した利用者名（ユーザ ID）を入力します。たと
えばE-mailアドレスが****@cc.saga-u.ac.jpとな
っている人ならば、@マークの前の部分 **** が
利用者名です。日本語入力を off にして入力して
ください。 

「パスワード」には、現在センターで使用して
いるパスワードを入力してください。ただし、一
部の特殊な文字を含む場合に認証ができないこ
とがあります。認証できない場合はセンター担当
者にお尋ね下さい。 

5. シラバス登録画面シラバス登録画面シラバス登録画面シラバス登録画面 

 

図図図図    4444：登録画面：登録画面：登録画面：登録画面    
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「利用者名」「パスワード」を入力して[ログイ
ン]をクリックするとシラバス登録画面（図 4）
が表示されます。各講義科目の一覧右のリンクを
クリックすることで各科目内容の入力画面へ移
動します(図 5)。日本語と英語が入力できます。 

 
図図図図    5555：各項目一覧：各項目一覧：各項目一覧：各項目一覧    

 

図図図図    6666：シラバス入力画面：シラバス入力画面：シラバス入力画面：シラバス入力画面    

項目を選択すると入力画面（図 6）が現れます。
入力後、[次ページへ] をクリックすると２枚目
の入力画面が表示されますが、このページの「講
義概要」を入力せずにクリックすると、「必須入
力項目である講義概要が未入力です」の表示画面
がでます。 

画面に入力した内容を削除する場合には、[ク
リア] をクリックしてください。入力内容がす
べて削除されます。 

[トップ]をクリックするとログイン画面に戻
ります。[戻る]をクリックすると前の画面に戻り
ます。 

5.1. 入力できない文字 

入力したオンラインシラバスはネットワーク
を介して Web ページとして表示されます。Web
ブラウザには様々な種類のものがあり、またそれ
らが動作している OSも多様です。機種依存文字
を使わないようにお願いします。 

機種依存文字（例えば、Windows で表示され
ても Mac では同じように表示されない文字---バ
ージョンによっても違います）やプログラム・検
索に支障をきたす文字があります。下記にトラブ
ルを起こしている具体例をいくつかあげて説明
します。 

z “半角カタカナ（ｱ ｲ ｳ ｴ ｵなど）”や“○
で囲まれた数字（① ② ③ ④ ⑤など）”
は使えません。 

z “ローマ数字（Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴなど）”も使
えません。アルファベットの I V Xを使っ
て表記してください。 

z “＜（小なり記号）＞（大なり記号）”は&lt;
と&gt;の代替文字を使うと表記できます。 

5.2. 文字を強調したいときの＜修飾方法＞ 

シラバスに入力された内容はWebページの記
述言語である HTML(Hyper Text Mark-up 
Language)に従って表示されます。従って、「タグ」
と呼ばれる記号で修飾させたい文字をはさむと、
ブラウザで読み込むときに自動的に修飾されま
す。例として、下線（アンダーライン）や太字、
斜体を紹介します。 

z <u>下線をつけます</u> と入力すると下
線をつけます と下線が付きます。   

z <b>太字にします</b> と入力すると太字太字太字太字
にしますにしますにしますにします    と太字で表記されます。        

z <i>斜体にします</i> と入力すると斜体
にします となります。 

上記のタグは大文字でも小文字でも構いませ
ん。機種依存文字や修飾方法について、詳しくは
解説ページ[3]を参考にしてください。また、検
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索エンジンで「機種依存文字」をキーワードにし
て調べると、より詳しい情報を得ることができま
す。 

6. シラバス入力の実際シラバス入力の実際シラバス入力の実際シラバス入力の実際 

 

図図図図    7777：科目情報：科目情報：科目情報：科目情報    

図 7は、シラバス入力画面の一番上に表示され
る科目に関する情報です。この情報を確認したら、
シラバス入力の最初のページに、次のような情報
を入力します。 

z 「サブタイトル」には、講義科目を補足す
る科目名などを入力してください。 

z 「開講対象」には受講者の学部学科学年な
どを入力します。 

z 「開講時期」は既に入力済みですが、必要
ならば変更してください。 

z 複数の担当者で開講する場合には、「共同講
師」を入力してください。 

z 「講義概要」には講義の目標などを簡潔に
入力してください。「講義概要」は必須入
力項目ですから空欄だと先に進めません。 

以上の入力後、[次ページへ]をクリックして次
の画面に進みます。 

z 「講義内容」には講義の目標などを詳しく
入力してください。 

z 「授業計画」には、講義の章立てや各回の
内容など、実際に授業をどのような順番で
行うかなどの具体的な内容を入力してく
ださい。 

z 「成績評価方法」には、出席による評価や
レポートによる評価など、成績評価に関す

る項目やその比率などを入力してくださ
い。 

z 「履修上の注意」には、受講の前提となる
知識、受講前に履修しておくべき科目、用
意しておくものなどを入力してください。 

z 「その他」は授業のルールほか、受講者に
注意を促したい事などを入力してくださ
い。 

z 「教科書」は右側のボタン[購入依頼図書一
覧から教科書選択]をクリックします。 

� 別ウィンドウがでてきますので、下の方
にある[選択]をクリックして資料を選ぶ
か、「資料名」その他を手入力します。 

� ISBN および出版年がわかる場合は入力
してください。 

� ISBN の入力時はハイフン"-"なしの形
式で入力してください。 

� 入力を終えたら、 [設定]をクリックして
ください。入力画面２ページ目の教科書
の欄に資料名が入力された事を確かめま
す。 

z 「参考図書」も「教科書」と同じやり方で
登録してください。 

z 「教科書」及び「参考図書」は附属図書館
と連携していますので、書籍しか入力でき
ません。“自作教材（プリントを配布）”な
どのコメントは「履修上の注意」か「その
他」の欄に入力してください。 

z 「リンク」の入力方法 

� 「リンク」の入力は、右側のボタン[リン
ク情報入力画面を表示]をクリックして
はじめます。 

� 「リンク先選択」画面がでます。「見出し」
と「URL」を手入力するか、コピーand
ペーストで貼り付けます。 

� 入力が終われば、[設定]をクリックしま
す。 

入力画面 2ページ目の「リンク」の情報確認を
したら[登録]をクリックします。データベースの
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登録画面がでますので、再度の確認をしてくださ
い。「リンク」の入力をした人は「参考サイト」
の見出しのタイトルをクリックしてリンク先が
間違っていないかの確認もしてください。 

これで入力は終了しました。できれば他のブラ
ウザでオンラインシラバスを開き[シラバス検索
画面]より、自分の入力したデータが意図した通
りに表示されているか、確認される事をお勧めし
ます。 

7. オンラインシラバスを講義に生かすオンラインシラバスを講義に生かすオンラインシラバスを講義に生かすオンラインシラバスを講義に生かす 

オンラインシラバスの一つの目的は、講義内容
をオンラインで提示することで、学生の講義選択
を支援することです。同時に、通常のシラバスの
ように年度始めに作成するだけでなく、講義途中
でもその内容を変更することができます。この機
能を講義を開始した後も利用することができま
す。 

例えば、「リンク」情報を使って、受講者へ資
料配布を行うことができます。学術情報処理セン
ターでは、学内専用向けに利用者が個人用ホーム
ページを運用する機能をサービスしています[4]。
ぜひご利用ください。 

参考 

[1] http://syllabus.dl.saga-u.ac.jp/syllabus-doc
s/Documents/Introduction/online-syllabus.
html 

[2] http://syllabus.dl.saga-u.ac.jp/syllabus-doc
s/index.html 

[3] http://syllabus.dl.saga-u.ac.jp/syllabus-doc
s/code.html 

[4] http://userwww.cc.saga-u.ac.jp/

 


